
　　　　　　平成29年度

第1回野田市福祉有償運送運営協議会次第

日　時平成29年6A8日（木）

　　　　午前10時00分から

場所野田市役所5階　512会議室

1　開　　会

2　市長挨拶

3　議長の選出について

4　議　　題

（1）会議録等のホームページ掲載について（公開）

（2）野田市における福祉有償運送事業の実施状況について（公開）

（3）道路運送法第79条の6に基づく有効期間の更新登録について（非公開）

5　閉　　会



議題2
野田市における福祉有償運送事業の実施状況について

1　移動制約者に係る外出支援施策及び福祉有償運送事業の実施状況について

（1）移動制約者の状況

　野田市における移動制約者については、平成27年4月1日現在で8，138

人であったものが、平成29年4月1日現在では8，915人となっており、対

前年比は、平成28年4月1日現在で3．93％増、平成29年4月1日現在で
　5．40％増となっています。

【移動制約者の推移】

区　　分 27年4月1日 28年4月1日 29年4月1日 備　　考

要介護・

要支援者 3，624人 3，689人 3，505人 要介護等状態の居宅
サービス利用者

増加率 1．79％ △4．99％

身体障がい者 3，122人 3，226人 3，380人
視覚障がい者及び肢

鯨舳者内部障が

い者で3級以上の方増加率 4．77％

知的障がい者 526人
一

　560人 572人 重度・中度の知的障が
い者

増加率 6．46％ 2．14％

精神障がい者 866人 983人 1，458人 精神障害者保健福祉
手帳の所持者

増加率 13．51％ 48．32％

合　　計 8，138人 8，458人 8，915人
一

増加率 3．9396 5．4096
※増減率は前年度との比較

（2）外出支援施策の利用者及び福祉有償運送事業の利用登録者について

　野田市及び社会福祉協議会が外出支援施策として実施している福祉タクシー券

の交付及び福祉カー貸出事業の利用者については、平成29年4月1日現在で4，

135人、さらにNPO法人による福祉有償運送事業への利用登録者が778人

で合計4，913人の方の輸送手段が確保されており、対前年比は、平成28年

4A1日現在で7．67％増、平成29年4月1日現在で2．68％増となって
おり、外出支援施策及び福祉有償運送事業の利用者や利用登録者が着実に増加し

ていることが分かります。
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【外出支援施策の利用者及び福祉有償運送事業の利用登録者】

区　　分 27年4月1日 28年4月1日 29年4月1日

福祉タクシー券登録者

　（要介護等状態） 2，376人 2，516人 2，640人

増加率 5．89％ 4．93％

外

福祉タクシー券登録者

　　（障がい者等） 1，342人 1，419人 1，408人

増加率 5．74％ △O．78％

福祉カー貸出利用者 56人 94人 87人

増加率 67．86％ △7．45％

計（A） 3，774人 4，029人 4，135人

増加率 6．7696 2．6396
福祉有償運送事業

の利用登録者（B） 670人 756人 778人
’

増加率 12．84％． 2．91％
’

合　計（A＋B）　　　叉

　”4，444人 一

4，行5λ　　　　”

4，913人
A

　　　　増加率 7．6796 2．6896
※外出支援施策の利用者は前年度中における利用者数を掲載

（3）潜在的利用意向者の推移について

　上記（2）で示したとおり外出支援施策及び福祉有償運送事業の利用者や利用

登録者が着実に増加していますが、その一方で潜在的利用意向者（移動制約者で

あるが、外出支援施策の登録者でもなく、福祉有償運送事業の利用登録者にもな

っていない方）も平成27年4月1日現在の3，694人から平成29年4E1
日現在の4，002人と増加しております。

　そうした中、移動制約者に占める潜在的利用意向者の構成比では、平成27年

4月1日現在で45．39％であったものが、平成29年4月1日現在で44．
89％に減少しておりますが、依然として潜在的利用意向者が4割を超えている

状況であることから、現在実施している福祉有償運送の継続は不可欠であると考

えております。
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【移動制約者における潜在的利用意向者の推移】

区　　分　　　　　27年4月1日　　28年4月1日　　　29年4月1日‘

移動制約者 8，138人 8，458人 8，915

外出支援施策の利用者

　　　　　　（再掲）
3，774人 4，029人 4，135人

構成比 46．40％ 47．64％ 46．38％
福祉有償運送事業

の利用登録者（再掲） 670人 756人 778人

構成比 8．23％ 8．94％ 8．73％

計 4，444人 4，785人 4，913人
構成比 54．61％ 56．5796 54．4896

潜在的利用意向者 3，694人 3，673人 4，002人

構成比 45．39％ 43．4396 44．8996
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2　平成26年度から28年度における福祉有償運送事業の実施状況について

（1）登録事業者

　福祉有償運送事業者については、現在、次の事業者となっております。

名　称 初回登録年月日 登録期間 車両台数

NPO法人
なのはな会

平成18年7月12日 平成29年7月11日まで

福祉車両4台

セダン等一般

車両6台

（2）福祉有償運送事業の利用状況

　平成27年度から28年度における延べ利用回数を比較すると、福祉車両で3

7回（減少率＝15．9％）の減少、セダン等一般車両で200回（増加率＝1

0．1％）の増加となっており、全体では、163回（増加率＝7．4％）の増

加となっております。また、利用車両別の構成比を見ると、セダン等一般車両の

利用率が約92％を占めており、手軽に利用できるセダン等一般車両の利用意向

が高いことが分かります。

　なお、一人当たり延年間利用回数を見てみると、一人1か月で1回は利用して．

おらず、減少傾向にあることから、今後は需要の掘り起こしが必要であると考え

ております。

【福祉車両】

区　分 26年度 27年度 28年度
　27－28年度比

減少回数（減少率）

延年間利用回数 249回 233回 196回 37回（15．9％）

　一人当たり

延年間利用回数
O．37回 0．31回 0．25回 0．06回（19．4％）

【セダン等一般車両】

区　分 26年度 27年度 28年度
　27－28年度比

増加回数（増加率）

延年間利用回数 2，685回 1，986回 2，186回 200回（10．1％）

　一人当たり

延年間利用回数
4．01回 2．63回 2．81回 0．18回（6．8％）
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【全体】

区　分 26年度 27年度 28年度
　一　27－28年度比

増加回数（増減率）

延年間利用回数 2，934回 2，219回 2，382回 163回（7．4％）

　一人当たり

延年間利用回数
4．38回 2．94回 3．06回 0．　12回　（12．9％）

福祉有償事業利用者の利用車爾構成比
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3　近隣市における福祉有償運送事業の登録事業者等　（平成29年3月現在）

福祉有償運送事業者 タクシー事業者

市　　名
事業者数

所有台数 所有台数

福祉車両　セダン等
事業者数

福祉車両　　セダン等

松戸市 4 9 49 11 14 506　・

柏　　市 8 10 38 10 1 368

流山市 6 9 99 3 0 51

我孫子市 6 15 29 5 1 108

鎌ケ谷市 3 14 15 2 1 116

野田市 1 4 8 4 0 72
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團参考

1　福祉有償運送の定義

　福祉有償運送とは、バス等の公共交通機関によって要介護等認定者や障がい者な

ど、移動制約者の輸送サービスが十分に確保できないと認められた場合、NPO法

人等が道路運送法第79条の2に基づく登録を行った上で、自家用自動車を使用し

て営利とは認められない対価（実費の範囲内）で当該法人等の会員の通院や通所等

にっいて個別輸送サービスを行うことをいいます。

　なお、株式会社などの営利法人が有償で運送を行う場合（乗合・貸切バス、タク

シー）は、道路運送法第4条（一般旅客自動車運送事業）や同法第43条（特定旅

客自動車運送事業）の許可が必要となりますが、施設介護事業者（デイサービス、

ショートステイの事業者を含む。）が行う要介護等認定者の送迎については、自家用

輸送であることが明確である場合（ガソリン代等実費相当分のみを徴する場合も可）

に限り、道路運送法に基づく許可や登録は不要となります。

2　福祉有償運送事業を実施するための手続

　福祉有償運送事業を実施するに当たっては、市が設置する運営協議会においてそ

1の必要性や対価等について協議が調うことを要件としており、実施可能なNPO法

人等であると認められた場合には、国土交通省運輸支局に登録を行うことになりま

す。

【登録までの流れ】

③

の登
協録
議申

④

結請
曇曇

霞舗

登
録の許可通知

村

国土交通省関東運輸局千葉運輸支局
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3　福祉有償運送事業を実施するための要件

（1）必要性の判断

　市内の輸送の現状に照らしてバス等の公共交通機関のみでは、移動制約者に対

する十分な輸送サービスが確保できないと認められることが必要であり、市及び

市が設置した運営協議会では、移動制約者の人数、バス等の公共交通機関及びボ

ランティア輸送の状況等を勘案して福祉有償運送事業の必要性を判断することに

なります。

（2）運転者の要件

　運転者は、普通第2種免許を所持していることが必要ですが、これを所持して

いない場合には、普通第1種免許を所持し、過去2年間に運転免許停止処分を受

けておらず、国土交通大臣が認定する福祉有償運送運転者講習会を受講している

ことが必要となります。

　また、セダン等一般車両を運転する場合には、運転手は国土交通大臣が認定す

る講習会を受講した上で、さらに国土交通大臣が認定するセダン等運転者講習を

修了済みであるか、介護福祉士の資格が必要となります。

（3）登録期間

　登録日からは原則2年間（更新の際、有効期間内に重大な事故がない場合等は

3年）

（4）管理運営体制

　運行管理及び指揮命令、運転者に対する監督及び指導、事故発生時の対応、苦

情処理に係る体制、その他安全の確保並びに利用者の利便の確保に関する体制が

明確に整備されていることが必要となります。

　なお、野田市では、独自に福祉有償運送運営協議会運営指針（以下「ガイドラ

イン」とします。）を作成し、四半期ごとに運送状況を始め運行記録や利用会員名

簿等の提出を求めるなど、市が運営状況を常に把握する体制を取っております。

また、運転者が要介護等認定者や障がい者等の対応に精通しているとは限らない

ことから、福祉有償運行マニュアル（以下「運行マニュアル」とします。）も作成

し、運転者の心構えや接遇などについて指導及び徹底を図っております。

（5）運送の対象者

　要介護等認定者及び身体障がい者並びにその他単独では公共交通機関の利用に

よる移動が困難であって、あらかじめ福祉有償運送事業者に会員登録をしている

者
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（6）利用できる車両

　乗車定員が11人未満の自家用自動車であること。

　①乗車車両
　　・車いす又はストレッチャーのためのリフト、スロープ、寝台などの特殊な設

　　　備を設けた自動車

　・回転シート又はリフトアップなど乗降を容易にするための装置を設けた自

　　　動車

　②セダン等一般車両（貨物運送に供する自動車を除く。）

（7）損害賠償保険

　使用車両の全てが対人無制限及び対物1，000万円以上の任意保険又は共済

　（搭乗者障害を対象に含むものに限る。）に加入することが必要です。

（8）運送の対価

　営利に至らない範囲（タクシーの上限運賃のおおむね1／2を目安）として運

営協議会で判断します。

（9）法令遵守

　登録を受けようとするNPO法人の役員が道路運送法第7条の欠格事由に該当

する者でないこと。
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　　　　　　平成29年度第1回野田市福祉有償運送運営協議会次第日　時平成29年6A8日（木）　　　　午前10時00分から場所野田市役所5階　512会議室1　開　　会2　市長挨拶3　議長の選出について4　議　　題（1）会議録等のホームページ掲載について（公開）（2）野田市における福祉有償運送事業の実施状況について（公開）（3）道路運送法第79条の6に基づく有効期間の更新登録について（非公開）5　閉　　会議題1会議録等のホームページ掲載について　審議会等に関係する下記の資料を市のホームページに掲載するかについて、各審議会において、ご判断をお願いいたします。（1）会議録（2）会議資料（3）委員名簿x　　　　　　　　　　　ρ乏　様平成）躍タ月戸公開質問状の送付について野田市を良くする市民の会　　　　代甦々木盛峨　日頃は、議会制民主主義を補完する市民参加機関である審議会等の運営にご尽力いただきましてありがとう御座います。　さて、当会は、平成28年7月議会において陳情第5号『市役所内の「行政資料コ・・’ナーjや「情報公開コーナー」等に配架された行政資料をPDF化し、ホームペ三ジ上での公開を求める陳情』を行いました。本陳情は、審議会等の会議録や審議資料などを含む行政資料の野田市ホームページでの公開を求めるものでした。　これに対して、野田市当局からは喀議会等の会議録や審議資料などの公開については、それぞれの審議会等が自ら判断することである」として、「今後、ホームページでの公開を求める陳情があったことを近隣市などの状況情報と共に各審議会等にお伝えする」との答弁に止まりました。また、議会最大会派である清政会を代表して木名瀬議員から反対意見が述べられ、結果、陳情は賛成少数で不採択となりました。　そこで、当会ではボールは各審議会等に投げられたものと判断し、本日ここに野田市ホームページでの公開について、直接ご見解をお聞きすることとしました。雛いところ恐れ入りますが・できますれば次峰議会にてこ鶴頂き野繊　号ご回答いただきますようお願いします。　　　　　　　　　　　　　平28910成　　　　　　　　　　　　　　　　．、．　　　　　磯轟轡公　開　質　問　現在、野田市では審議会等の判断によって、会議録・会議資料の行政情報コーナーでの紙媒体による閲覧公開が行われています。また、市民は審議会等の傍聴も可能となっています。　しかしながら、審議会等はほとんどが平日の開催であり、仕事をしている多くの現役世代市民にとっては、傍聴することは容易なことではありません。・ま’た、会議録などの資料を閲覧するにも限られた時間（平日7：30〜20：00日曜日7：30〜5：15）に市役所へ足を運ばなくてはならず、傍聴同様に難しいと云うことが現実です。　　　　　　〜、　　　　　・　一方、情報通信技術（ICT）1の進歩は凄まじいものがあり、自宅はもちろんどこででもスマートフォンなどを使って情報へのアクセスが容易にできる時代ζtJっ一x−・M・まア。さらには、行政情報はホームページにアップすることで空間的な制約から免れ、紙媒体とは比較にならないほどの大量の情報が累積できます。審議会等についても、委員各位の貴重なご意見を、多くの市民に容易にしかも迅速に知ってもらうことができます。　当会では、このような情報通信技術（ICT）を積極的に活用し、市民に審議会等の情報を公開していくことは、市政への市民参加を飛躍的に促すことicつな”がり、これは時代の要請でもあると考えています。　そこで、別紙のとおり公開質問を致します。　なお、当会の陳情に対し市当局は「今後、ホームページでの公開を求める陳情があったことを近隣市などの状況情報と共に各審議会等にお伝えする」との答弁でしたが、ご参考までに当会が調査した範囲での、千葉県及び近隣東葛5市のホームページでの審議会等の公開状況をお示しします。・千葉県はホームページで公開しています。・東葛4市（松戸市はホームページでの公開はありません）柏市流山市、我孫子市、鎌ケ谷市はホームページで公開しています。　公開項目は自治体によって、また審議会によってさまざまですが、会議録（委員の出欠を含む）、答申書、配布資料があり、会議録とは別枠で委員の氏名、任期、性別、選出区分等（学識経験者、公共的団体、市長が必要と認める者、公募、議員等）があります。11nf｛）］mmation　Commu皿ication　Technologyσじ。なお、回答は当会ボー≧ページ内の回答フォーム／郵送のいつれによっても構いません。　ご回答については当会ホームページにて広く市民に向けて公開させて頂きます。　　ご回答期限：次回の各審議会等の開　目から3週間以内、以　上・2・野田市を良くする市民の会宛　　　　　　　　　　公開質問への回答【質問11　貴会の資料を野田市ホームページで公開することについてどのよ　　　　　うにお考えになりますか？【回答1】　�@公開は必要である　　�A公開は必要ない【理由】　「�A公開は必要ない」と回答された場合その理由をお書き下さい。〔］※以下は、質問1で「�@公開は必要である」と回答された場合お答え下さい。【質問2】公開した方が良いとお考えの資料種別をお遷び下さい（複数選択）。【回答12】　�@会議録　　�A答申書　　�B会議資料恒問旺更｝e・　r委員名簿」を公開すべきと瀦えの場合にはその酷囎　　　　　をお選び下さい（複数選択）。【回答3】　�@氏名　　�A性別　　�B委員の選出区分等2※公開資料種別や委員名簿の項目に関してコメントがありましたら、以下に自由にお書き下さい。審議会名称：氏　　名：役　　職：回答日：平成年月日2選出区分等とは、貴会の設置に関する条例が規定する区分を示す。1．・，　．．＿，、hし，＿＿幅…ぶw→．〜ぷバ←＿“＿▲w−一氏名野田市福祉有償運営協議会委員名簿（案）…r二“…戸∵ニエ⊃垂垂竃三運嚢亜懸−遮ヌ　　　　　　1トー一一一一一＋一…………“…　……寸………一一…一…〜一〜〜〜叶…一…一当畑祉有償運送の婿田市障がい酬鱒翼誓u用ぽ飾会運営1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1…析〜……　’　wwrwww’一………“…�n欄““…“”−mpabww’t　峡　“1小川嘉一鑑麟31�l　共交通機関を1千葉県タクシー協会1綻　　　　　　　1理事　丸川タクシts　i　表する者　　　　　　　｛（有）代表取締役　　1攣］……………て…二二二二二黍禦関を隅錫朧撚）｛　　　　　　l　　　　　　　　　　　i→一一一一一寸〜一…］一一一〜一一士一一一｛一一…一一一一一一…一一一一ギ墾…一£一…一一一一一⇒　　　　　　平成28年4月　1日から　原　正之　　　　　　平成30年3月31目までL＿＿＿。＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿已竺一』鍵三当冨ぱ彦鑑灘311謬擁祉音5長L＿＿＿＿ふ＿一＿＿＿＿入＿＿＿一　　l　　l　　l　　l“帆⊃　　1議題2野田市における福祉有償運送事業の実施状況について1　移動制約者に係る外出支援施策及び福祉有償運送事業の実施状況について（1）移動制約者の状況　野田市における移動制約者については、平成27年4月1日現在で8，138人であったものが、平成29年4月1日現在では8，915人となっており、対前年比は、平成28年4月1日現在で3．93％増、平成29年4月1日現在で　5．40％増となっています。【移動制約者の推移】区　　分27年4月1日28年4月1日29年4月1日備　　考要介護・要支援者3，624人3，689人3，505人要介護等状態の居宅サービス利用者増加率1．79％△4．99％身体障がい者3，122人3，226人3，380人視覚障がい者及び肢鯨舳者内部障がい者で3級以上の方増加率4．77％知的障がい者526人一　560人572人重度・中度の知的障がい者増加率6．46％2．14％精神障がい者866人983人1，458人精神障害者保健福祉手帳の所持者増加率13．51％48．32％合　　計8，138人8，458人8，915人一増加率3．93965．4096※増減率は前年度との比較（2）外出支援施策の利用者及び福祉有償運送事業の利用登録者について　野田市及び社会福祉協議会が外出支援施策として実施している福祉タクシー券の交付及び福祉カー貸出事業の利用者については、平成29年4月1日現在で4，135人、さらにNPO法人による福祉有償運送事業への利用登録者が778人で合計4，913人の方の輸送手段が確保されており、対前年比は、平成28年4A1日現在で7．67％増、平成29年4月1日現在で2．68％増となっており、外出支援施策及び福祉有償運送事業の利用者や利用登録者が着実に増加していることが分かります。1【外出支援施策の利用者及び福祉有償運送事業の利用登録者】区　　分27年4月1日28年4月1日29年4月1日福祉タクシー券登録者　（要介護等状態）2，376人2，516人2，640人増加率5．89％4．93％外福祉タクシー券登録者　　（障がい者等）1，342人1，419人1，408人増加率5．74％△O．78％福祉カー貸出利用者56人94人87人増加率67．86％△7．45％計（A）3，774人4，029人4，135人増加率6．76962．6396福祉有償運送事業の利用登録者（B）670人756人778人’増加率12．84％．2．91％’合　計（A＋B）　　　叉　”4，444人一4，行5λ　　　　”4，913人A　　　　増加率7．67962．6896※外出支援施策の利用者は前年度中における利用者数を掲載（3）潜在的利用意向者の推移について　上記（2）で示したとおり外出支援施策及び福祉有償運送事業の利用者や利用登録者が着実に増加していますが、その一方で潜在的利用意向者（移動制約者であるが、外出支援施策の登録者でもなく、福祉有償運送事業の利用登録者にもなっていない方）も平成27年4月1日現在の3，694人から平成29年4E1日現在の4，002人と増加しております。　そうした中、移動制約者に占める潜在的利用意向者の構成比では、平成27年4月1日現在で45．39％であったものが、平成29年4月1日現在で44．89％に減少しておりますが、依然として潜在的利用意向者が4割を超えている状況であることから、現在実施している福祉有償運送の継続は不可欠であると考えております。2【移動制約者における潜在的利用意向者の推移】区　　分　　　　　27年4月1日　　28年4月1日　　　29年4月1日‘移動制約者8，138人8，458人8，915外出支援施策の利用者　　　　　　（再掲）3，774人4，029人4，135人構成比46．40％47．64％46．38％福祉有償運送事業の利用登録者（再掲）670人756人778人構成比8．23％8．94％8．73％計4，444人4，785人4，913人構成比54．61％56．579654．4896潜在的利用意向者3，694人3，673人4，002人構成比45．39％43．439644．899632　平成26年度から28年度における福祉有償運送事業の実施状況について（1）登録事業者　福祉有償運送事業者については、現在、次の事業者となっております。名　称初回登録年月日登録期間車両台数NPO法人なのはな会平成18年7月12日平成29年7月11日まで福祉車両4台セダン等一般車両6台（2）福祉有償運送事業の利用状況　平成27年度から28年度における延べ利用回数を比較すると、福祉車両で37回（減少率＝15．9％）の減少、セダン等一般車両で200回（増加率＝10．1％）の増加となっており、全体では、163回（増加率＝7．4％）の増加となっております。また、利用車両別の構成比を見ると、セダン等一般車両の利用率が約92％を占めており、手軽に利用できるセダン等一般車両の利用意向が高いことが分かります。　なお、一人当たり延年間利用回数を見てみると、一人1か月で1回は利用して．おらず、減少傾向にあることから、今後は需要の掘り起こしが必要であると考えております。【福祉車両】区　分26年度27年度28年度　27−28年度比減少回数（減少率）延年間利用回数249回233回196回37回（15．9％）　一人当たり延年間利用回数O．37回0．31回0．25回0．06回（19．4％）【セダン等一般車両】区　分26年度27年度28年度　27−28年度比増加回数（増加率）延年間利用回数2，685回1，986回2，186回200回（10．1％）　一人当たり延年間利用回数4．01回2．63回2．81回0．18回（6．8％）4＼【全体】区　分26年度27年度28年度　一　27−28年度比増加回数（増減率）延年間利用回数2，934回2，219回2，382回163回（7．4％）　一人当たり延年間利用回数4．38回2．94回3．06回0．　12回　（12．9％）福祉有償事業利用者の利用車爾構成比100％90％8◎％70％60％5◎％40％30％2◎％ao％O％1�jlll1三1：蝿灘＆23％｛　　一　　A　　一　　工　　一　　鍛嚇一一一⇒わ一声幽≡�b＿、一…醐柏泌凸勘占一白ト十袖、禍一嶺一一一　一一　，一一一　　，　　　　　　　　　　　一一一ぬ一　一一P−←一輪緕聯旬●緒●一柵砺仲仲⇔鞘w衿唱・■，●一炉A⇔“P冶帰●領●牌博西鴨口’険“榊険噺口僻一一一帰頃’吟険司早需始鴨一治一’一治一奔声撤遍”校⇔÷P陶巨テ’糖P声鞠�`一，婚�`一頒ひ誘戻一一　w悶パロ鵠気⇔”一ロー卿司⇔治声朝一一水司丙一冶声⇔●w鍾一一一梼袖一ρ⇔・冶“鎚ぬタ尚“聯督s一冶否一wρ廟●榊万娠“●一■已妙一●∨”●領婚■疎●悼w始ひ一炉燈ひ声φ治わ括鱒A嶋齢聯柏�`聯好蜘勒づ幻か琳齢声備鞘u■蝉暢“魂掛横弁w胴w一戸頬噺一砂微一已栖一一戸戸一因7≡⇔⇔柳滅一一液滅一一∀■一冶一一一一一戸一一一一一一一一一一已一冶’一一一’一�s一一一巳一一一一’一声印一冒一戸一一●ロー一一ロー泌　　．備一一β柏洗ぷμ芦硲遇渋一冶醐一袖冶針s冶●一袖ウ湊淘b曲←一　⇔　一　捧■’　一一▼　一　＝　●P−一一●一一一一一喧レー一一一一A−←帰●●●鯖⇔一衿嶺w”千■袖・P尉鴨評“P鼎掃有P唱領一■鼎⇔⇔●口衿諏は●．●吟“PR●一声酔一一縛頃嗣厚一怜●ひ酔佼一靹梼帰�D”一輪可w⇔榊””・“吟西・一一嬬帝岬需⇔栂，治s貢弁一　疏湊　咋吟　冶斑一一煕w■⇔⇔一所1鴨w微一囚■一微⇔帝滅喧⇔“⇔舶一∋ゲ愉輪w一一“一培一“P●⇔・●P袖一錫簡袖一伸⇔粁妙膏たs“静轍靹聯錦．⇔w静殻吟一括卿．・一弁ひ“離●轍■■艀繰●w齢“⇔詳幽袖綱嶋柏w脚柚噛紳パが一靹白．舶棋脚肉■か鞘好提撤一’パ緒司賃・一一祈胃“¶一テ掃一一v培唱干7已¶司▼一�`●●7滅衷一一冶一一一一一A遙一声一一●一一一’じ一’一一冶一一一冶絞一一一鍾一工一��一●険恰一ロー匂�s師�`■●一険⇔括■喧輪●垣←一必一s邉巴膚←P−十＝幻一李凹〉わ土⇒●柏一湊As“声　一一　一垣　一鴨ρ一　一戸一　一一巴声一一　一q−’A−一戸A−一嬬輔一・P練鴨冶帝，締静鼎斬ひ衿鋪朝一”柏w榊弔柄ひ■燥“無曙り●●ぬ曙吟一鼎噺榊瞭“宇戸校口口P鴨w僻無“1専一嫌軸口⇔一●●翻一一卿柄砺声栖⇔衿μ槍�`卿一s鞠”吟庸⇔香滞s綱照弁⇔帝滅一ザ噂P扉噺P同⇔一丙●西一←P一一声古⇔⇔ア泊ロー一●s・一��ρ一w�s　■　一　●　古　●　⇔　恰鍾齢一∀炉吟・●“．香w鍾校ひ卿〆需■w岬s情白●険“．戸．飯一師碗“格■峡“榊鍋殻榊榊熾十ぷ静か冶鍋柏軸轍か撤冶桝衿齢鞘扮納冶W轍幽“碍僻、’一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一吟”ぷ一一悟一析一一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・｝9t51％こ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・二8銑5◎％二�`｝9鶯フ7％ら鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●〆　冶〉　＝一褒今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ哺中榊←⇔“■治A−一帰　　　　層卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲、−nt無一一一香柏守�`舗吟■一一一P一宍祈課ぺひ一類“一　酔一靹脚●怜内一一w活朝弁一一⇔一冶・畑冶�C⇔冶一万⇔s“ひ否構一一唱●w衿一●泌一輪“常賊袖轡尋吟験ぬ鞘●．●．陪岬微・聯師険・一殻s一否靖⇔w師無仲檎・齢勒榔掛泌s瀞か袖吟静ぬ〉婦叶齢鞘督ポか榊餅幽谷鎌鍋ぷ句詞7涼¶一矛万w一声ザー櫛婿噺⇔声衷唱一ひ領伺サ村　P−一一肩7臼⇔b泌一一一一●口一一●●�`�`一一一一声一一一一≧�s一一一ご已一為一●一一一一冶印一一工艀一�s単鋼一　　一　　一　　殻　　一　　�s　　’　　埠一←わ≡一七P冶一�u一一一軸泌一声声一一声⊆⌒“→一緬●一“一一一一ひ声　一一⇔一　一戸A−一　衿工一一一一　一　一　一　一　一　一　隔　一　一唱噺糖榊⇔鞘w．僻弁w衿“緒一伶婚唱●柳栢戸衿悟柄一●桶頃●需輔一．帰・鴨一検鴨ρ一■．・齢一司鴫吟“ロ弁鼎頃●”識頃鴨←●←●塙鞘一’梼�q一⇔一⇔戸需兵卿悟一苧一，一一吟揃●仲ぷ所一万胴一一方培＝始一嘲婿・〉痴塀一汗領微一一頭⇔已柄嚇名冶戸⇔●w“備一一治・聯一ひ鞘泌声働ぬ一一一“●“吟s“・軸P卿吟柄■聯斑蝋か頃■．◇弔鱒殻“一僻鹸・■静�蒲�帰殻吟�s但P蕨一掃秘十榊肉B品拠一ぷや蝋が繁已．鍋僻ぷ“静嚇鞘榊蝉椋冶御好決　　　　　　　　，●冶万り頃←泊一唱卿”一9卿　声声冒一一一“噛培禄一一F拓嘱一一洞一一一一一一冶一一一一一一一●一工一一一冶一一一一●∈巨一一一一“轍軸一鍋一s一口ぬ一一婿一“一一旨一口●一■白一再戸冶ば一十一一←±ぷ“一←づがs噛一已←一←知〉肖鍋wロ冶一　員一声A　−一声μ一一一　一一一一一一一一一声垣一一声一一一一¶R締吊特鞘w牢千柳始一●一炉朝輯●炉“ひ吟丙鴨w衿牌“後頃巳’験鴨一静殻禄■険鼎口’A隔一’噛漂’齢頃●否⇔噺一w●培一牢一�s⇔否備卿，⇔・←w鮪禰一一袖弾””一艀’−s●栖弁←卿摂一弁戸怜頃禰一亘　●ロ’声≡微⇔　÷●匂帽培西⇔一工扁朝⇔冶’一●w−一�s●w一●一●ひひ括印●．“一一ひ“鱒一“・w蝉s鴨却⇔．一’輪・知・●噛餅ゆ簡●“〆廟・●斑吟ひ領〆好無●“師験好州や砧白“声ぬ袖卒楠坤．妙w価鞘ぷ脚格w脚戦鞘剖鱒培婚舟○梧袖一一一ザー”ぷ＝ひ�q唱一　垣麺一一捧抹一治一一一P酋鰯一男‥娠一一一一一一一声一一一一一冶一一一一一一冶一治一一●一一遠険一工一験一一〆●●一一弁●ロー’冶一白ひ括一●一冶頃吟一一一一→’晶．一わ一由←�u衿占φ一一一�_ピー●←一←袖●一一�H→一一26年度27年度28年度　　　‘1郵福祉車両t24　　チ　　　｛三・｛一　一．⇔野受儒鑑ぷ　　　奎　　　｜　　　きセダン等一般車両1セバ］El　　　　　｛一一・1k53　近隣市における福祉有償運送事業の登録事業者等　（平成29年3月現在）福祉有償運送事業者タクシー事業者市　　名事業者数所有台数所有台数福祉車両　セダン等事業者数福祉車両　　セダン等松戸市49491114506　・柏　　市81038101368流山市69993051我孫子市6152951108鎌ケ谷市3141521116野田市14840726團参考1　福祉有償運送の定義　福祉有償運送とは、バス等の公共交通機関によって要介護等認定者や障がい者など、移動制約者の輸送サービスが十分に確保できないと認められた場合、NPO法人等が道路運送法第79条の2に基づく登録を行った上で、自家用自動車を使用して営利とは認められない対価（実費の範囲内）で当該法人等の会員の通院や通所等にっいて個別輸送サービスを行うことをいいます。　なお、株式会社などの営利法人が有償で運送を行う場合（乗合・貸切バス、タクシー）は、道路運送法第4条（一般旅客自動車運送事業）や同法第43条（特定旅客自動車運送事業）の許可が必要となりますが、施設介護事業者（デイサービス、ショートステイの事業者を含む。）が行う要介護等認定者の送迎については、自家用輸送であることが明確である場合（ガソリン代等実費相当分のみを徴する場合も可）に限り、道路運送法に基づく許可や登録は不要となります。2　福祉有償運送事業を実施するための手続　福祉有償運送事業を実施するに当たっては、市が設置する運営協議会においてそ1の必要性や対価等について協議が調うことを要件としており、実施可能なNPO法人等であると認められた場合には、国土交通省運輸支局に登録を行うことになります。【登録までの流れ】�Bの登協録議申�C結請曇曇霞舗登録の許可通知村国土交通省関東運輸局千葉運輸支局73　福祉有償運送事業を実施するための要件（1）必要性の判断　市内の輸送の現状に照らしてバス等の公共交通機関のみでは、移動制約者に対する十分な輸送サービスが確保できないと認められることが必要であり、市及び市が設置した運営協議会では、移動制約者の人数、バス等の公共交通機関及びボランティア輸送の状況等を勘案して福祉有償運送事業の必要性を判断することになります。（2）運転者の要件　運転者は、普通第2種免許を所持していることが必要ですが、これを所持していない場合には、普通第1種免許を所持し、過去2年間に運転免許停止処分を受けておらず、国土交通大臣が認定する福祉有償運送運転者講習会を受講していることが必要となります。　また、セダン等一般車両を運転する場合には、運転手は国土交通大臣が認定する講習会を受講した上で、さらに国土交通大臣が認定するセダン等運転者講習を修了済みであるか、介護福祉士の資格が必要となります。（3）登録期間　登録日からは原則2年間（更新の際、有効期間内に重大な事故がない場合等は3年）（4）管理運営体制　運行管理及び指揮命令、運転者に対する監督及び指導、事故発生時の対応、苦情処理に係る体制、その他安全の確保並びに利用者の利便の確保に関する体制が明確に整備されていることが必要となります。　なお、野田市では、独自に福祉有償運送運営協議会運営指針（以下「ガイドライン」とします。）を作成し、四半期ごとに運送状況を始め運行記録や利用会員名簿等の提出を求めるなど、市が運営状況を常に把握する体制を取っております。また、運転者が要介護等認定者や障がい者等の対応に精通しているとは限らないことから、福祉有償運行マニュアル（以下「運行マニュアル」とします。）も作成し、運転者の心構えや接遇などについて指導及び徹底を図っております。（5）運送の対象者　要介護等認定者及び身体障がい者並びにその他単独では公共交通機関の利用による移動が困難であって、あらかじめ福祉有償運送事業者に会員登録をしている者8（6）利用できる車両　乗車定員が11人未満の自家用自動車であること。　�@乗車車両　　・車いす又はストレッチャーのためのリフト、スロープ、寝台などの特殊な設　　　備を設けた自動車　・回転シート又はリフトアップなど乗降を容易にするための装置を設けた自　　　動車　�Aセダン等一般車両（貨物運送に供する自動車を除く。）（7）損害賠償保険　使用車両の全てが対人無制限及び対物1，000万円以上の任意保険又は共済　（搭乗者障害を対象に含むものに限る。）に加入することが必要です。（8）運送の対価　営利に至らない範囲（タクシーの上限運賃のおおむね1／2を目安）として運営協議会で判断します。（9）法令遵守　登録を受けようとするNPO法人の役員が道路運送法第7条の欠格事由に該当する者でないこと。9

